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（第０節）Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｖｉｅｗ の操作について 
関数表示ソフト（F u n c t i o n  V i e w ）の使い方  

参考 １．「F u n c t i o n  V i e w 」が起動する 

       次の画面は下図のようになります。 

    

 

     「点の軌跡」の色分け点 plot を開いてみましょう 

    

      注意事項 

  ①フロッピーディスクから読み込む場合は、多少時間がかかります。 

   ハードディスクにコピーすることをお奨めします。 

 

  ②教科書に合わせた問題を保存できるフォルダを作っておくと便利だと思います。 

 

ダブルクリック 

する 

これが 

ＦunctionＶiew 

3.42ｊの画面で

す 

ファイルをクリック

して式を Demo から読

み込みましょう 
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演習１．ｄｅｍｏから開いてみましょう 

 （１）「区間と最大最小フォルダ」の中にある「２次関数の最大値ファイル」を開く 

      ⇒区間をパラメタで移動させる 

 （２）「三角関数フォルダ」の中にある「余弦曲線ファイル」を開く 

      ⇒パラメタ変更で残像表示させて余弦のグラフをかく 

 （３）「陽関数フォルダ」の中にある「３次関数と解２ファイル」を開く 

      ⇒パラメタ変更でＸ軸との交点の様子を調べる 

 （４）「領域フォルダ」の中にある「円と直線の領域ファイル」を開く 

 （５）「微分積分フォルダ」の中にある「平均変化率ファイル」を開く 

      ⇒ｓｔａｒｔをクリックして様子をみる 

 

演習２．新規登録してグラフを表示させましょう 

入力方法 

     

 

     

 

 

新規登録をクリックして必要なメニューを選択する 

432 −+ xx  

と入力したことに

なります 

 

入力はマウスを使う方が 

楽です 
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  その他 ◎関数の追加は、関数式をクリック「入力・訂正」で追加（削除）できる 

◎関数や点等は、１６個まで入力可能（ペン色が１６色なので） 

◎座標の拡大・縮小や移動は右のメニューで簡単に行うことができる 

◎区間設定して区間の上限と下限を入力すれば、最大値・最小値の表示も簡単にできる 

◎微積から区分求積もできるし、定積分の計算も可能 

◎関数にａやｂを入力した場合は、パラメタ変更でアニメーションがみられる 

 

 

①ペン色設定で色クリック 

②入力・訂正で確認（終了）

③下図のグラフが表示 
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（第１節）いろいろな関数の入力と表示 
問題１ ２次関数 352 −+= xxy （ 3− ≦ x ≦1）における最大値・最小値を求める。 

    また、そのときの x の値を求める。 

 

 ヒント：新規登録→陽関数で入力、座標を縮小、区間→区間設定（下限、上限の順） 

 

 

問題２ 関数 xxxy −−= 42 のグラフをかく。 

 

 ヒント：新規登録→陽関数で入力、絶対値はａｂｓ（ ）をクリック 

 

 

問題３ 関数 xy sin2= のグラフをかく。 

 

 ヒント：新規登録→陽関数で入力、正弦はｓｉｎをクリック、座標→範囲変更でｘ軸目盛を変更 

 

 

問題４ 不等式 ( ) ( )22 12 ++− yx ≧ 9の表す領域を図示する。 

 

 ヒント：新規登録→図形式で入力、境界線の色と領域の色をクリック 

 

 

問題５ ２直線 062 =−+ yx 、 03 =−x を図示する。 

 

 ヒント：新規登録→陰関数で入力、左辺の入力のみでよい、２本目は追加をクリックして入力 

 

 

問題６ 分数関数
x

x
y

12 += のグラフをかき、漸近線が xy = 、
x

y
1= であることを確かめる。 

 

 ヒント：新規登録→陽関数で入力、漸近線は追加をクリックして入力 

 

 

問題７ 円 122 =+ yx を媒介変数で表示する。 

 

 ヒント：新規登録→媒介変数で入力、変数文字はｔとする、範囲の下限は０・上限は２πと入力 
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問題８ 複素数 z が、等式 ( ) 132 =+− iz を満たすときの図形をかく。 

   （応用として、0 ≦ zarg ≦π としてみる） 

 

 ヒント：新規登録→極方程式で入力、ｒ＝１、中心（２，３）とする、範囲の下限は０・上限は 

        ２πと入力 

 

 

問題９ 対数関数 xy 2log= と xy
2
1log= のグラフをかく。 

 

 ヒント：新規登録→陽関数で入力、２本目は追加をクリックして入力 

 

 

問題１０ 関数 ( )22−= xxy のグラフをかき、 x 軸と曲線で囲まれた部分の面積を求める。 

 

 ヒント：新規登録→陽関数で入力、微積→定積分・基本定理で区間の下限を０・上限を２と入力 

 

 

（第２節）パラメタ変更等のアニメーション表示 
問題１１ ２次関数 32 −+−= axxy （ 1− ≦ x ≦ 2 ）における最大値と最小値を求める。 

 

 ヒント：新規登録→陽関数で入力、区間→区間設定（下限、上限の順）、パラメタ→ａを 0.05 描画 

 

 

問題１２ ２次不等式 322 −+− aaxx ＞ 0 の解がすべての数であるように、定数 a の値の範囲を求める。 

 

 ヒント：新規登録→陽関数で入力、パラメタ→ａを 0.05 描画・ａ＝２～ａ＝６のとき残像チェック 

 

 

問題１３ 三角関数 xy sin= のグラフをもとにして、係数の意味を考える。 

 （１） xay sin=  

 （２） ( )θ−= xy sin  

 （３） bxy sin=  

 

 ヒント：新規登録→陽関数で入力、パラメタ→ａ、ｂを 0.05 描画・θを描画（１つずつみる） 
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問題１４ 円 1822 =+ yx と直線 axy += との共有点の個数を調べる。 

 

 ヒント：新規登録→陰関数で円を入力・陽関数で直線を入力、パラメタ→ａを 0.05 描画 

 

 

問題１５ 関数 323 −−= xxy の点 ( )2,1 −− における微分係数の意味を考える。 

 （平均変化率と接線の傾きの考え方をみられる） 

 

 ヒント：新規登録→陽関数で入力、微積→平均変化率でｓｔａｒｔをクリック 

 

 

（第３節）生徒にとって理解しにくい問題 
問題１６ 点 ( )0,6A と円 1622 =+ yx 上の動点 Qを結ぶ線分 AQの中点 P の軌跡を表示する。 

 

 ヒント：式定義で円を入力（定義定数Ｑ１として４ｃｏｓθ、Ｑ２として４ｓｉｎθ） 

     新規登録→極方程式ｒ＝４、中心（０、０）、０≦θ≦２π 

     追加で点（６、０）と点（Ｑ１、Ｑ２） 

     さらに追加で点（（６＋Ｑ１）／２、Ｑ２／２） 

     さらに追加で線分（６、０）と（Ｑ１、Ｑ２）  パラメタ→軌跡チェック 

 

問題１７ 方程式 022 =−− axx の解の個数が a の値によってどのように変わるか調べる。 

 

 ヒント：新規登録→陽関数で入力、パラメタ→ａを 0.05 描画 

     または、２つの陽関数を入力して、パラメタ 

 

 

問題１８  ２次関数 262 +−= xxy （ a ≦ x ≦ 1+a ）における最小値（最大値）を表すグラフを表示する。 

 

 ヒント：式定義→関数と定数で入力、定数はＭｉｎＶ（［下限、上限］定義関数） 

     追加で、陽関数Ｆ１と点（ａ、Ｑ１）、パラメタで軌跡チェック、区間設定する 

 

 

問題１９  ２次関数 22 −−= xxy において、 y ＞ 0 と y ＝ 0 と y ＜ 0 の各場合の点を色分けして表示する。 

 

 ヒント：式定義→関数を入力、追加→点を３パターンで入力（Ｆ１（ｘ）＞０のように入力） 
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問題２０ 不等式 θsin ≦
2

1
を満たす点を色分けして表示する。 

 

 ヒント：式定義→関数を２つ入力、追加→陽関数２つと点を入力 

 

 

問題２１ ２直線 01 =−− yx と 042 =−+ yx の交点を通り、点 ( )1,3 − を通る直線を求める。 

 

 ヒント：新規登録→陰関数を３つ入力、追加→点で交点と与点を入力、パラメタで描画 

 

 

問題２２ x 、 y が４つの不等式 x ≧ 0 、 y ≧ 0 、 yx 32 + ≦12、 yx +2 ≦ 8を満たすとき、 yx + の最大 

     値と最小値を求める。 

 

 ヒント：新規登録→図形式で（ ）に一つずつ入力して、４つの（ ）を並べる、追加→陰関数 

 

 

（第４節）教科書例題・練習（数研出版新編数学Ⅱ第１章図形と方程式） 
例２（１４ページ） ２点 ( )5,2−A  、 ( )1,4 −B を結ぶ線分 AB がある。線分 AB を 2：1の比に内分する点 P  

の座標を求めよ。また、線分 AB を 2 ：1の比に外分する点 Qの座標を求めよ。 

例７（２２ページ） ２直線 01 =−− yx 、 042 =−+ yx の交点と点 ( )1,3 − とを通る直線の方程式を求めよ。 

練習１６（２３ページ）  ２直線 032 =−+ yx 、 022 =+− yx の交点と点 ( )0,3− とを通る直線の方程式を

求めよ。 

例１４（３８ページ） ２点 ( )0,0A 、 ( )0,3B からの距離の比が 2 ：1の比に内分する点 P の軌跡を求めよ。 

練習２７（３８ページ） ２点 ( )0,1−A 、 ( )0,2B からの距離の比が 1： 2 の比に内分する点 P の軌跡を求め

よ。 

例題７（３９ページ） 点 ( )0,6A と円 1622 =+ yx 上の点 Qとを結ぶ線分 AQの中点を P とする。 Qがこの  

           円上を動くとき、点 P の軌跡を求めよ。 

練習２８（３９ページ）  直線 012 =++ yx と点 ( )1,3A がある。点 Qがこの直線上を動くとき、線分 AQを

2 ：1の比に内分する点 P の軌跡を求めよ。 

 


